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学習分析ツールを活用した反転授業 
- 予習活動の可視化と分析 -

芝浦工業大学 工学部 機械工学科　角田和巳

私立大学情報教育協会  
令和5年度　アクティブ・ラーニング分野連携対話集会（理系グループ）
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反転授業によって解決を図る

データの収集・蓄積

データの分析・可視化

分析結果のフィードバック

評価・改善

顕在化する問題点
- 教授すべき知識量の増加 
- 余裕のない授業計画の策定 
- 学生の理解不足 

深い学びに至らない

学習分析の手順

データ駆動型教育への転換………………
… ………………… …
…

■ はじめに
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予習ビデオの視聴

講義 ＋ AL

予習課題の補足説明

授業中

授業前

 課題１ 予習ビデオの内容要約　　 → 提出

予習ビデオの視聴

 課題１ 予習ビデオの内容要約　　 → 提出

 課題２ 予習ビデオに関連した演習 → 提出

解答の添削・確認

 課題２ 予習ビデオに関連した演習 
 　　　 → 模範解答を参照して自己添削 
　　  （BookRollで学習活動を記録）

LAViewで解答分析

分析結果の共有・補足説明

小テスト

講義 + AL

学習分析を利用した反転授業従来の反転授業
■ 反転授業の構成（エネルギー変換工学）
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Learning Record Store（LRS）

デジタル教材配信システム 学習分析ツール

教材の閲覧ログや学習活動を記録 学習活動を分析

■ 本学で導入した学習分析ツール

BookRoll LAView
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エネルギー変換工学　第 03回授業事前課題
※回答期日：2022年 10月 12日（水）19:00

1. 最初に【 3. 2】を自分で解いてください．

2. 次に 2ページ目の解答・解説を読んで自分の答案を添削しながら，解答・解説にマーカーを引いてください（間
違えたところや理解できない箇所に黄色のマーカー，重要な内容で理解できた箇所に赤色のマーカーを引く）．
また，疑問点があればメモに記入してください．

3. 授業の最初に本問と関連した小テストを行います．

【 3. 2】　図のようにポンプで水を z =50 cm汲み上げたとき，吸い込み側の圧力ヘッドは −6.0 m，吐き出し側の圧
力は 340 kPaであった．ポンプによって水に与えられた動力（ポンプの揚程H）を求めよ．ただし配管の直径は吸い
込み側も吐き出し側も同じであり，すべての損失は無視してよい．なお，水の密度は ρ = 1000 kg/m3，重力加速度の
大きさは g = 9.8 m/s2 を用いること．
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① 予習ビデオの視聴・予習課題の解答作成 ② BookRollで解答の確認 ③ 分析結果に 
　 基づく補足

④ 小テスト

授　業　前 授　業　中

■ 学習分析ツールを利用した授業デザイン
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■ 学習活動の分析
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【各資料に記録された学習活動の比較】 【学習活動の効果】
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■ 資料滞在時間の可視化と学修成果

（上）最終滞在時間　（下）予習時滞在時間

【自己評価と成績】
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